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太
陽
暦
を
早
行

　
奈
良
縣
磯
城
蹴
町
村
長
及
小
學
狡
長
数
十
名
に
先

般
郡
役
班
に
愈
合
し
從
來
か
ら
郡
内
一
般
が
太
陰
暦

為
墨
守
す
ろ
悪
風
脅
か
打
破
し
太
陽
暦
か
愚
行
す
べ

く
協
議
た
重
れ
左
記
た
申
合
ゼ
染
。

　
正
月
の
儀
式
に
太
陽
暦
に
依
ろ
こ
ミ
《
官
幣
大
肚

大
賢
紳
肚
饒
道
祭
（
大
晦
n
ロ
お
カ
い
ま
つ
）
は
太
陽
暦

に
依
り
太
陰
暦
に
ば
何
等
執
行
し
な
い
こ
ミ
ム
大
節

季
に
太
陽
暦
一
月
三
十
一
日
目
以
っ
て
行
ふ
こ
ミ
▲

籔
入
に
同
二
月
｝
日
か
ら
始
め
る
こ
定
△
其
他
太
陰

暦
た
以
っ
て
一
月
中
に
於
て
行
ふ
べ
き
講
話
會
、
諸

式
等
の
行
事
匡
何
れ
も
皆
太
陽
暦
た
以
っ
て
行
ふ
べ

く
交
渉
す
る
こ
ぜ
▲
瀞
鮭
寺
院
等
に
於
け
ろ
祭
式
法

雨
等
匡
必
す
太
陽
暦
に
依
る
こ
電
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
Z
Z
星
の
闘
測

　
臼
分
が
一
九
二
二
年
に
魚
見
し
糞
此
の
愛
光
星
は

N
N
娼
①
H
。
。
Φ
一
定
命
名
さ
れ
観
測
も
不
充
分
な
ま
㌧
放

置
し
て
お
い
乖
が
入
讐
前
に
是
露
攣
光
転
た
確
め

宏
い
ぜ
思
ひ
九
月
下
旬
よ
リ
十
一
月
下
旬
に
至
る
聞

六
吋
牛
エ
リ
ソ
ン
反
感
墓
蓮
鏡
た
使
用
し
て
得
距
約

七
十
個
の
目
測
を
最
近
盤
暇
に
計
算
し
ほ
ダ
攣
光
性

質
た
確
め
六
の
で
其
の
結
果
だ
け
御
知
ら
ぜ
し
六
い

数
時
間
連
良
し
れ
魏
測
が
数
回
あ
ろ
の
で
急
遽
な
る

攣
光
に
明
瞭
に
知
り
得
る
。

　
週
期
に
○
。
四
九
五
日
此
の
倍
が
○
・
九
九
日
で
あ
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喜

・o．fs
　　　工〉に讐

ろ
の
で
毎
夜
筐
か
つ
㌧
時
間
が
異
っ
て
居
う
が
殆
ん

ご
同
じ
駅
態
の
愛
光
を
す
る
Q
憂
光
範
園
に
六
・
二
光

三
六

階
自
分
の
光
度
定
し
て
○
・
コ
ご
等
で
標
準
光
度
で

一
〇
・
六
－
一
〇
・
九
等
六
吋
牛
反
射
鏡
に
て
に
適
當

な
目
的
物
で
あ
ろ
。
愛
光
に
光
度
曲
線
に
よ
る
ミ
短

週
期
の
セ
フ
エ
イ
ド
で
あ
る
。

　
凱
測
に
に
通
常
一
拝
焦
黙
の
ケ
ル
ナ
｝
接
眼
鏡
即

ち
四
十
六
倍
の
も
の
准
使
用
し
六
〇
観
測
結
果
に
全

く
豫
備
的
の
も
の
で
あ
ろ
〇

　
　
四
月
ご
十
九
日

　
　
　
伏
見
野
砲
手
骨
二
十
二
聯
稼
第
一
中
様

　
　
　
　
　
　
　
　
志
願
兵
中
　
村
　
　
要

O
岡
山
支
部
四
月
蓮
倦

一
、
天
界
蕨
一
肩
。
十
一
日
午
後
七
時
か
ら
宮
原
幹

　
華
車
で
開
い
れ
。

二
、
大
黒
鮎
群
〇
十
一
二
日
二
大
黒
黙
群
ぜ
二
大
黒
貼

　
ミ
々
観
測
し
れ
。

三
、
天
丈
同
好
會
総
會
。
十
八
日
京
都
で
開
催
さ
れ

　
水
野
幹
事
に
出
席
即
夜
婦
岡
さ
れ
れ
。

四
、
天
膿
観
測
會
。
二
十
五
日
、
ご
十
九
日
の
爾
日

　
關
西
中
學
狡
で
催
さ
れ
、
太
陽
の
黒
黙
、
月
、
土

　
星
等
為
魏
測
さ
れ
六
〇

五
、
恥
松
翁
の
近
詠
。
亭
松
爾
は
八
十
五
の
高
齢
に

達
ぜ
ら
れ
六
の
で
、
有
志
者
糧
集
ま
り
揮
毫
存
乞

　
ひ
其
の
歳
に
あ
や
か
ら
ん
ビ
し
糞
の
で
、
翁
は
和

　
言
々
乱
切
短
冊
に
認
め
頒
ヵ
れ
糞
が
、
其
の
筆
勢

　
雄
勤
批
者
葎
凌
ぐ
慨
が
あ
っ
六
〇

　
見
も
聞
き
も
　
ま
六
な
す
ご
ビ
も
　
お
も
し
ろ
く

　
　
よ
た
に
べ
に
ド
ゆ
り
り
　

舜
八
十
ご
五
つ
ぐ
」
潜

　
ひ
さ
か
表
の
　
そ
ら
の
み
亡
り
に
　
ま
か
ふ
ま
で

　
　
乳
か
く
も
カ
つ
る
　
み
れ
の
お
い
ま
つ
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編
輯
室
よ
り

　
原
稿
が
飴
リ
多
過
ぎ
て
、
本
號
に
に
課
交
も
英
丈

欄
も
入
れ
得
な
か
つ
れ
こ
ビ
を
御
詑
び
し
ま
す
。

　
セ
国
華
ク
ル
敷
面
ぽ
ド
イ
ソ
天
文
帰
臥
の
長
老
亡

し
て
永
く
幅
恥
き
か
ぜ
て
る
ナ
F
人
で
す
が
、
逝
く
な

っ
て
或
る
淋
し
さ
た
感
じ
ま
す
。
菟
木
理
學
士
に
氏

た
弔
ふ
丈
の
筆
者
亡
し
て
最
適
で
ぜ
う
。
ち
な
み
に

荒
木
氏
に
先
頃
誕
生
さ
れ
れ
令
息
の
名
抽
、
故
由
ー

リ
ゲ
ル
敏
授
の
貰
ひ
名
か
ら
取
っ
て
二
型
（
鵠
お
。
）

ミ
ぜ
ら
れ
ま
し
れ
O
ち
や
う
ご
、
水
澤
の
川
騎
氏
が

令
息
の
名
を
ニ
ウ
ト
ン
の
貰
ひ
名
か
ら
坂
っ
て
愛
作

（
尉
§
）
亡
さ
れ
糞
や
う
に
。

　
天
丈
度
量
衡
の
改
善
の
實
行
の
一
助
ミ
な
る
六

め
、
今
後
、
わ
が
天
界
誌
上
に
に
成
る
べ
く
メ
ー
ト

ル
斜
頚
用
ゐ
耀
い
も
の
で
す
。
…
一
二
に
、
少
な
く

ミ
も
イ
ン
チ
や
、
ブ
ー
ト
や
、
マ
イ
ル
た
書
か
な
い

こ
定
に
し
ま
ぜ
う
。
（
但
し
誓
文
の
場
合
愁
除
く
Q
）

　
此
頃
、
わ
が
編
輯
室
へ
會
員
た
ち
か
ら
種
々
の
注

丈
や
希
望
が
謬
り
ま
す
。
甚
だ
嬉
し
い
こ
ぜ
だ
定
思

ひ
ま
す
Q
な
る
べ
く
皆
糠
の
御
望
み
な
み
象
す
や
う

に
し
れ
い
も
の
で
す
。
今
後
、
具
な
追
う
て
、
太
陽

の
話
だ
の
、
天
丈
肘
ス
ベ
〃
ト
ロ
ス
コ
ー
プ
だ
の
、

星
座
の
解
説
だ
の
為
載
ぜ
ま
ぜ
う
Q

　
次
號
に
多
分
、
「
京
都
大
學
天
文
藁
薪
築
記
念
號
」

ミ
い
つ
索
や
う
な
も
の
に
な
ろ
で
ぜ
う
。
建
築
に
全

部
論
難
上
り
ま
し
六
し
、
人
に
揃
ひ
ま
し
恥
し
、
三

十
三
セ
ン
チ
（
十
三
吋
）
の
反
射
鏡
も
無
事
に
到
着
し

ま
し
六
の
で
、
天
文
蜜
の
薪
装
も
痴
れ
で
一
段
落
で

す
。
近
頃
、
京
都
大
學
断
聞
ミ
い
ふ
も
の
が
大
學
々

友
會
か
ら
獲
刊
さ
れ
ま
し
乳
が
。
そ
の
第
一
號
か
ら

新
城
教
授
の
新
築
天
仁
盗
に
堕
す
る
長
い
寄
稿
が
載

り
、
山
本
氏
の
肺
朝
草
も
宿
蟹
押
入
り
で
現
に
れ
、
其

の
他
に
も
色
々
天
丈
に
關
す
ろ
記
事
が
の
ぜ
ら
れ
て

ま
；
ε
に
賑
や
か
で
す
。
右
の
新
城
教
授
の
丈
に
追

っ
て
我
が
天
界
誌
上
に
鵜
載
す
る
筈
で
す
。

　
前
號
に
も
書
き
ま
し
六
通
り
、
ひ
ろ
く
一
般
熊
倉

に
よ
ま
れ
る
新
聞
維
誌
の
中
に
天
交
閣
係
の
寵
事
が

あ
り
ま
し
れ
な
ら
ば
切
り
扱
い
て
當
編
輯
室
へ
御
逡

り
下
さ
ろ
や
う
願
ひ
ま
す
。
好
い
も
の
に
誌
上
に
紹

介
し
、
間
違
ひ
あ
る
も
の
に
其
れ
た
批
評
し
て
誤
解

の
無
い
や
う
に
し
善
い
も
の
で
す
O

　
古
い
會
員
六
ち
に
御
記
憶
下
さ
る
だ
ら
う
定
思
ひ

ま
す
が
、
天
界
創
刊
後
ま
も
な
く
、
海
老
氏
の
御
鑑

力
に
よ
り
「
天
文
語
粟
」
な
る
附
鎮
が
毎
號
出
れ
こ
ミ

が
あ
り
ま
し
索
。
あ
れ
に
ア
か
ら
コ
ま
で
欝
索
象
b

其
の
後
今
日
ま
で
休
載
に
な
っ
て
ね
ま
す
。
今
、
海

老
蟹
に
會
な
去
ら
れ
ま
し
生
け
れ
ご
、
右
の
里
雪
が

未
完
成
の
ま
～
編
輯
室
に
騰
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
今
、

吾
々
の
考
へ
ε
し
て
に
、
残
り
の
サ
か
ら
ヲ
ま
で
全

郡
奄
完
成
し
て
、
既
刊
の
分
押
合
に
ゼ
、
皐
行
本
ぜ

し
て
出
版
し
奮
い
ミ
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
し
か
し
之
れ

に
つ
い
て
に
、
始
め
、
天
界
の
特
別
附
録
定
し
て
出

し
雲
客
係
上
、
哺
慮
、
現
今
の
會
員
六
ち
の
賛
否
の

意
見
た
知
ら
ぜ
て
尊
霊
労
い
定
思
び
ま
す
。
結
界
な

く
仰
し
ゃ
つ
て
下
さ
い
Q

　
又
、
元
か
ら
の
通
り
、
會
員
の
こ
な
れ
か
ら
も
、

天
界
の
・
た
め
に
色
ん
な
種
類
の
原
稿
武
器
与
し
ま

す
。

　
　
天
文
同
好
藤

本
　
　
部
　
　
京
都
帝
二
大
墨
　
　
　
　
　
天
文
裏

同
志
杜
支
部
　
京
都
市
同
志
明
大
海
内
　
　
飯
豊
壽

京
都
小
學
敦
員
支
部
　
　
第
｝
朱
雀
小
門
校
内
山
新

塗
替
支
部
京
都
市
錦
小
路
油
小
路
東
青
地
宣
口
代
藏

西
陣
支
部
京
都
市
七
本
松
五
辻
下
ル
河
村
篶
之
助

三
高
麦
雨
京
都
市
第
三
高
等
學
校

大
阪
愛
部
港
匠
入
癖
屋
實
町
三
ノ
醸
ハ
　
香
岡
哲
夫

榊
戸
支
部
紳
戸
市
生
田
町
四
町
目
　
　
森
下
助
次
郡

甲
南
支
部
兵
営
縣
尼
崎
市

岡
山
曲
部
岡
山
市
門
田
二
十
｝
　
　
水
野
　
千
里

美
作
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3－inch　Standard　Astronomical　Telescope
　　　　　　英國オソトウェイ會肚特製
　　　　　　　　　　　日　本代　裏

　　　　　　近江セールズ株式會肚
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